
因
み
に
第
一
次
講
義
（
大
正
十
五
年
五
月
一
日
開
講
）
に
つ
い
て
は
「
大
正

十
五
年
七
月
以
降
、
特
殊
研
究
講
義
二
関
ス
ル
往
復
書
類
、
教
務
掛
」
が
現
存

す
る
の
で
そ
れ
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
人
が
受
講
し
た
か
が
わ
か
る
。
即
ち
職

業
別
で
は
官
吏
三
〇
、
教
官
五
、
教
員
二
二
、
画
家
七
五
、
学
生
ニ
ニ

0
、
会

社
員
四
、
商
二

、

エ
五

、

新
聞
・

雑
誌
記
者
四

、

僧
侶
•

著
述
家

・

人
夫
各

一
、
無
職
九
五
、
計
四
六
五
で
あ
り
、
出
身
学
校
別
で
は
本
校

一
四
九
、
女
子

美
術
学
校
八
七
、
私
熱
二
八
、
東
京
帝
国
大
学
二
四
、
東
京
女
高
師

・
川
端
画

学
校
各
―
二
、
早
稲
田
大
学
一

0
、
文
化
学
院
八
、
文
部
省
図
書
館
講
習
所

七
、
東
京
高
師
五
、
日
本
大
学
――-
、
聖
心
女
子
大
学

・
府
立
第
一

高
女
各
一
―
-
‘

京
都
帝
国
大
学

・
九
州
帝
国
大
学

・
北
海
道
帝
国
大
学

・
駒
沢
大
学

・
中
央
大

学

・
疫
応
義
塾
大
学

・
日
本
女
子
大
学

・
上
智
大
学

・
同
志
社
大
学

・
札
幌
農

科
大
学
・

華
族
女
学
校
・

東
京
女
子
大
学
・

女
子
学
習
院
•

第
一
高
等
学
校
・

外
国
語
学
校
各
一
、
そ
の
他
九
九
、
合
計
四
六
五
と
あ
る
。
な
お
、
こ
の
文
書

に
は
松
岡
、
矢
代
両
教
授
の
講
義
要
項
も
綴
込
ま
れ
て
い
る
。

こ。f
 

つ

な
お
、
受
講
に
つ
い
て
は
「
本
講
義
ハ
何
レ
モ
硲
究
本
位
ノ
モ
ノ
ト
ス
、
故

ニ
聴
講
者
ハ
特
種
研
究
者
或
ハ
特
種
研
究
希
望
者
ニ
シ
テ
且
其
聴
講
ヲ
希
望
ス

ル
講
義
ノ
完
了
ス
ル
マ
デ
連
績
出
席
シ
得
ル
モ
ノ
ニ
限
ル
」
と
い
う
規
定
が
あ
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年

学

年

大
正

13
夏

I
S
4

一

年

生

植

物

写
生
小
画
箋
一
＿
一
分
の
一

ニ
S
四

年

生

画

題

、
大
き
さ
随
慈

審
査
前
日
ま
で
に
提
出
の
こ
と
。

14
春

一

年

生

郊

外

写

生

画

用

紙

四

分

の

一

、

枚

数

制

限

な

” 

休
業
期
の
宿
題

日
本
画
科

備

枚

考

昭
和
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ま6・右写生附近 ← 程二 線書 ニハ 土 週
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日

学

大
正
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年
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写
生
地

銚
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方
面

備
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郊外写生
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” 業免 前同
5 こ期除゜ 期
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悶提 備ヽ— ま
年 で 科 ］ 生 に

旦
出

以 作 尻” 上 品 に
は 提 は は

闘 出 象 体

操 考
ヽ 悶 闊 授

信 す 業

る 免

郊
外
写
生
西
洋
画
科 ニ

S
四
年
生

し
。
忠
実
な
る
写
生
を
求
む
。

課
題
随
意
小
画
箋
紙
三
分
の
二
以
上
、
枚

数
制
限
な
し
。

4
.
1
3
ま
で
に
提
出
の
こ
と
。

図
画
師
範
科
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餘
醸
花
（
山
吹
）
ヲ
執
ル

人
物
ノ
高
サ
約
八
寸

舞
蛋
ノ
巾
一
尺
六
寸

巾

一
尺
八
寸

台

奥
行
一
尺
二
寸

奥
行

一
尺
四
寸

高
三
寸

高
二
寸
五
分

雨
陛
下
御
大
婚
滴
二
十
五
年
奉
祝
献
上
品

舞
架
置
物

二
基

一
番
舞

一
、
胡
蝶
楽
右
部
（
高
麗
部
）

一
、
迦
陵
頻
左
部
（
唐
部
）

共
二
童
舞
ニ
シ
テ
舞
者
ハ
四
人
或
ハ
ニ
人
ナ
リ

右
部
答
へ
舞
フ
併
セ
テ
一
番
ノ
舞
ト
ナ
ル

天
冠
、
挿
頭
華
ヲ
戴
キ
「
迦
陵
頻
」

之
ヲ
番
舞
卜
云
フ

ハ
銅
子
ヲ
持
チ

「胡
蝶
楽
」

ノ‘

依
嘱
製
作
舞
楽
置
物

大
正
十
四
、
十
五
年
度
に
お
い
て
本
校
は
天
皇
皇
后
銀
婚
式
祝
賀
の
献
上
品

の
製
作
を
各
方
面
か
ら
依
頼
さ
れ
た
。
そ
の
―
つ
で
あ
る
舞
楽
置
物
に
つ
い
て

は
左
の
記
録
が
あ
る
。

左部先ツ舞ヒテ

大
正 年

15 14 13 

5 2 6 5 5 月..... 
4 6 13 14 29 日

A 子

年

// // 野外荻 // 郊外撮

習 影

御宿 横浜近 手賀沼 与瀬浅 行

備

郊 川胃近
職附

職員近

” 員四
三 名

名 生
考生徒

” 徒 七
七名
名

郊
外
教
授
写
真
科

蒔
箱

彫
刻

金
具

深
瀬

和
田

塗

松
波

松
田

多
吉

権
六

季
雄

嘉
臣

舞
登

豪

及
箱

木
地
指
物

藤
本

大
須
賀

彫
金
「
胡
蝶
楽
」

東
京
美
術
學
校
助
数
授

右
東
京
市
ョ
リ
ノ
依
隔
ニ
ョ
リ
テ
東
京
美
術
學
校
二
於
テ
製
作
セ
シ
モ
ノ

ニ
シ
テ
昨
春
啜
ヲ
受
ク
ル
ヤ
直
二
考
按
ヲ
起
シ
宮
内
省
楽
部
ノ
好
意
ニ
ョ

リ
テ
特
二
演
舞
ヲ
請
ヒ
之
ヲ
窃
シ
岡
楷
定
マ
リ
原
型
成
リ
テ
之
ヲ
錨
造
シ

更
二
鍛
金
卜
彫
金
ト
ノ
技
法
ヲ
加
ヘ
テ
完
成
セ
シ
モ
ノ
大
正
十
五
年
秋

天
長
節
前
工
ヲ
畢
ル

人
物
ノ
顔
面
ハ
白
四
分
一
（
朧
銀
）
頭
髪
ハ
赤
銅
下
着
及
袴
等
ハ
純
銀
ニ

テ
「
迦
陵
頻
」
ノ
装
束
ハ
銅
地
二
純
金
ノ
文
様
象
嵌
「
胡
蝶
架
」
ノ
方
ハ

主
作

助
作

助
作

同

製
作
関
典
者

岡
案

人
物
原
型

錨
造

彫
金
監
督

彫
金
「
迦
陵
頻
」

東
京
美
術
學
校
数
授

主
作

助
作

東
京
美
術
學
校
教
授

東
京
美
術
學
校
数
授

前

田

文

六

阿
部

清
水

沼
田
勇
次
郎

胤
齋

亀
蔵

滑
川

兼
彦

松

原

繁

信

鴨

幸

太

郎

市
島
市
太
郎

正
義喬

渡

邊

啓
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